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琉球における農業協同組合の概要 (背斜)

組 織 を 中 心 に

OutlhesontheAgriculturalCooperationintheRyukyus.

喜 久 山 盛 忠 . 山 里 敏 康

(琉 球 政 府 経 済 局 協 同 組 合 殊)

貿易自由化､他産粟との所得格差等､嫌味における第

一次塵粟には幾多の課題の鰍 が迫られてVlる｡この時

期におV,てそれに対応出来る体制の確立が協組 合に強

く要求されてV,る｡ここでは戦後の農協組鮫につV,て述

べたV､と思 う｡

1. 農業抱合の虹

第二次大戦直後､1945年 8月31日 占領下の軍政を行う

ため石川市に沖税務絢 委員会 が発足し､段落部 (部長比

嘉永元)が設置され､9月中旬軍勝 部長ペイカ-氏(大

学教授)と虚落部鞍貝が ｢虚業の再建対策｣等を協議し

た｡その席上ペイカー氏 よ り ｢この混乱せる時に特に緊

急不可決な俊帯は島組 合であり､ 2週間以内に準僻を

進め改正するよう指示｣ (琉球農林協会 :敬後段林水産

茄10年の歩み)があり､各市町村に良粟生産賛材の配給

機関として農薬租合が遊戯かれた｡ 盟に1946年5月市町

村の鮮 組合の連合組織として稚純本島でば枠組虚業組

合連合会が発足し､腿職具､肥料､斬筒､壌帯の配給邪

務を行なうようvcな った｡一方宮古に潜V,て岐生産資材

の配給張番を当時の群島政府が面倒を見てV,たが194的三

地区内の減 食の賓滑によって宮古盛業組合迎合金が

紋たされ､八王庄山におV､ては1947額慨前の股肱帯金支部

に代 って八tJi山段範組合逃合金が苑足した｡櫛排に金軌

地区に亘 って良策組合よその過合金の放抱ができ､股粧

資材の転給繁務が円滑に行われるようになった｡

この配給職関としての良策組合は 1946月6月菰措制鑑

が布かれ､無償配給生箔から有併配給生活-移行し､流

通経済が潜発化するに伴なvl腺 生産物の鍛荷阪先､営

農資金の坪付等の 常務も営まれた｡ 1948年7月 ｢B懸

案｣一本に連館切替が実施され､政商物価指令も撤廃さ

れ自由坂引になるにつれ､一層組合の辞兼披講発粒な ウ

た｡経済活動が括発化するにつれ､戦後の混乱が胎盤り

人心が安定し.金節味の良粟取合の迎けいを紫野にする

必要性がとりあげられ､1949年11月各連合会により放球

鹿農阻合連合協会 (会長金味噌太郎)が連絡鯛 として

投取された｡ 翌1950年･t月17日軍の希望もあり座環盤宛

栄樹を扱 う金雅俊t#が必啓にな･,て耗味怨鼠阻含連合会

(構成租合数63風合)を設立し会報 的な系統 組臓がで き

あが った｡

2. 布令による別 間組合法

全部的な罪棚 ができ､組鮫が強化 され組合の都築

活動が活発化するに及んで､協同風合並にその連合会 の

合法的設立及び塊制をはかる目的を も って 1951年5月布

令第45号 ｢非除協同鹿合法｣が公布 された｡

ここ†こおV,て全流の良策組合､をの逃合金 は曲菜協同

組合､出講協同風合避合金に組絞変放 し牧人 とな った｡

沖組本島にこおいては沖机膜 風合連合会に対 して棚

策組合連合会の設立は当初から連合会 の二王姐 戯 とな っ

て､経糞の二血負担との意見があったので蔽紋変更の糊

金に沖純良遇は研舶 並に合併した｡宮古､八鉱山は19

95年 4月29日群島政府が統一され棚 府に な った t.と

から同年琉球脇丈協同組合迎 合金に吸収合併し宮古支

所､八iE山支所として開所した.

この布令の特色は倒槻老僕粒の立切をとり､経済都築

と仇 羽村雌 と叡完金に卦耶したために閉山地域内に泡い

て岡一組合illを偶成T,lとして旅所耶張を僻む戯協とIF7月]

町井削 .?む出厨協を別 に々附 しなければならなくなウ

た｡

3. 申金津の,企和

食撒布附が機加するに従 うIC換銀作物､ 現務に対す

る関JM ;捕まりこれ位伴い故戯資金の稲城蚊嗣_A:盛になっ

た｡鎚に1951年円封戯易が開始され､研臓物顔に対する

聯虹F.'Jh招たる関税矧換及び外脚 t他 のD捌凍組側が過榊

されるに男り､砂臥 ′,'ィンのiJiB左が盛ん把なり饗金岡邪

に仰 げをかけるようになう兜｡この棚 を考慮して195r2

年L2月民た牧'JCよる協同風食中央金曜払 (弊水銀1倍B

円で政抑紙幣7.500万B円､糾合2,500万u円)が公布さ

れJ953年1月政肘の節1回払込即 ,500万B円を品金とし

て協同孤含lfj央愈邸が発足した.その後彪弘樹の資金相

賀に応ずるため1955年梁本金2億13相に,1959年には500

万弗に雌研し名称も1958年に戯林独訳中央金乾に,改めら

れた｡aJ忙1962年にゐいては貿易のrS由化に対処で替る

よう曲箱丘純化探金の甜感に応じ -雌縦水金1,00O万弗
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第 1袋 粟唖別協同風合の推移 (各年度 6月30日現在)

衣 協

に蛸柳するよう中轟沈の･部jk正がなされるに至った｡
今nでは､払込所比較金310万弗余､酷税比企と風合か

らの肘他､郵馳相銀の受舵､制酸資金の受稚野合計l千

Jj州の饗鵡女児用Lr.lo t:･紅出帆村金融の元締とな って

∨ヽる｡

.4. 凪立法による協同凪合法

1tj56iI:.9J臓1合の合u三的放せ.と 親側を目的として制定

された布令45号 ｢琉球WJ同塵.倉茂｣は麻止され､新たに

複興した経済的社会的現実に即応した協同組合が制定公

布され､1957年4月施行された｡ 新法D施行に伴い協同

組合､同連合会は経済倍勢にマッチするよう組織変更し

た.この溝は経営合Ygi化の見地から農協､感官協の合併

を促血し､ 非出資J阻合 (102組合)を解散したため阻合

致は暴一義Dごとく353組合から199組合に整理船汰され

て∨ヽ つた｡

雛-教Dとこお机 955年には経訴:亜:業を営む農業協同組合

は91組.合､備周都基を営む農業簡閲協同組合82､漁業脇

同組合53･､畔門協同組合 (特殊協同組合) として威芸

48､養蚕7､畜産3､並粗3､農産加工4､茶生産26､糖業

28､森林7､百合服1､運輸商工1合計353組合とな った｡

これで一応全訊隅なく協同組合が鯵透 してV,る様な観

を島しているが内容 は齢 巳の停止した ｢休 眠阻合｣が

多く775阻合もあ った｡当時は協同組合の亜腰は鮒 の補

助対象､金融機関の融資対象となるための匪宜的手段と

考えられ､農協D下部鮭敵として活動出来る特殊組合ま

でが協同組合を設立し ｢協同阻合の乱立｣をまねV,てい

た｡1957年協同組合法の施行に伴なう狙戟変更が行われ

非出組 合制定の廃止による特殊組合 (専門農協)の並

確衛汰や良脇､戯倍協の合併等が実施され､1958年199組

合に叔 っている｡その後農協､段倍協の合聯 】促進され

1962年10月には厨用珊 夜営の総合農協は65組合に嘩卸

し単営曲協は23組合に減じ､ 組合騰数 も177組.合に就少

してV.るo今後 も農協､倍協の合併､部落農協の合併は

促進されてV,くだろう.

5. 現 況

農業WJ同組合の設立状況は以上のような過程をえて現在

は108組合 (うち専門農協20)が仝琉y乙亘 って町村単位

又は苦畔客単位vt設立され､未設置の地域は1部 (北谷村､

嘉手納村､渡名喜村と恩納及び大宜味両村のうち2,3の

部落)に過ぎないOなこお第2表の示すように総合農協が大

草を占めてV,るが未合併の農協が14壬阻倉もあるO地区別

に見ると北部地 区に組合の多 (ヽのは､羽地 相､大宜味

村､恩納村､金武村等に部落単位の組合が設立されてV,

る関係である｡専門農協はほとんどか欄芸農業協同組合

で16組合であり･押紙水島に集中している｡

農協の船倉負数は3表のごとく1･961年6月末87,473人で

農家戸数86,806戸て農協未設置の町村は除 く)に対し､1

00.8,%の極めて高V,加入率を示し全農民を網らした組.織

にな ってV,る.それは農民が協同組織の必要性を痛感 し

て自主的に設立､加入したのではなく､戦後農業生産資

材はすべて組合をとおして配給されたことに基因してVl

る｡ そのため農民は ｢配給を受ける与えられ棚 ｣

とV,う意識がぬけきらず､其の農業脇同鮭合の必要性を

由覚してV,ないのが多い｡地別に見ると宮古､八重山は
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協
筋 2灘 曲華鯨岡組合の畿悪状況

宮 古

金 一 硫 _ 計

第 3 衆 農協､鎗協の組合員加入状況

北 部 i 35
申 部 室 14
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離 幽

富 者
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謝Å静枕戯協敵虹鑑蟻掛盛観欄 経常ずる胡魯敷帝タさゆ

会報平均よりかなり低 く加入率80,%にな ってVlる｡戯範

借問協同船倉の加入率捻車済.よくなづて 1961年6月欝だ

娃78%陪な りでいる鈍 磨協紅旗聴する互恵怒暁竜,農

民の常田格闘に対する理解､関心の乏しさが窺える｡

次に経営姐損を過食員数から見ると一組合か平均取合

JrJl.哩 :I1::･r)1-等軋0I7人に瓶/･ていZG)?L,I:'-]':::;::せr.!ミ'DLYJI.i_く

丑鰍 朗下野組倉鼎数寄する戯燐離野願で喝筆数を粛め

てV.る. 敦k300人未満の組合が多い (2IL1/qS)こと壮前

途のLt魚卵 臣事漁区酷評欝準位0,度鮫か多いと皇酷簾朗

組合鈎数

1r1.536 F】3.122

協

2.2こ与0

… .1:･.1:T唱も_

Je_1J･t_Q._.jヱ耳._.._.

してVlる｡稗に100入来牌の幽脇も凝り､ かかる中軸燐

の魔鯵が多脚 巳基披鵬 の兜飼挙を物潤 やていると

云えよう｡

掛合の額静綻瞭菌数練 1舶1年6月兼把潜い宅枕 515人曾

1組合平均8人となって1955車の一･組合SV･樹･1̂ 把l廿 2ヾ倍

iI_::ここ':ていJ.-}､LL･!.)こ土!･.[:け･'.TO‥.':.::甘さ,,I;;･･ilL･.･'.･:lL･'r.I)'rlし､::Ilt‡･

の風紋が芸糾ヒされて奮起ことが規見るDなお10人以上の

常務筏晩鈎を葡骨董盛陵捜節%把増強しているが､申把

娃3･Å肝 磯 食も齢歩 内部げん制感銘紅欠げ宅折る頗
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第 4 薮 脇脇の組合員数別組合数

栄

約 5敏 捷協の常勤･役暇員数別配合数

＼＼＼ご 数

地 区 別 ー＼
北 部

中 郡
南 部

離 島

~~-t計 N -

- 営~q一肌~~-日古

八 鹿 山

1961年6月30日現在

lgt61年6月30.日現在

常 勤 役 職 員 数

-阻合;3人

:::=一二 -二 二~

･6､7 ! 3･

8.0 ､ ■l.
11

8.̀l … 1

1 7J wT

2

7.7 i

･4.- 6人

18

4

6

1

29

-｣一一---

1

2

2

一

協も･あるo地区別に見る封 ヒ部が組合員数の少ない割に 離鋸 坪 均10人とな っているの披野江農協､伊是名農協

役職県が多vlのは隅賢輩業が活発であることに取囲し､ が製糖工場を経営してい る関係から多 くな っている.


